
静岡県交通基盤部 建設支援局 
技術管理課 芹澤啓 

港湾・河川の3次元地形データの活用に向けて 



公共事業における 
３次元地形データの取得の動向 



３次元データを取得可能な新しい計測技術 



○調査・測量、設計、施工、検査、維持管理・更新のあらゆる建設生産プロセスにおいてICT技
術を全面的に導入するため、３次元データを一貫して使用できるよう、15の新基準を整備 

（３次元測量点群データ） 

（従来） （従来） 

施工延長200mにつき１ヶ所検査 

（改訂後） （改訂後） 

GNSSローバー 

（従来） 

（改訂後） 

平均断面法により施工土量を算出 

３次元測量点群データ（現
況地形）と設計図面との差分
から、施工量（切り土、盛り土
量）を自動算出。 

施工 検査 調査・ 
測量 設計 維持管理・ 

更新 

（２次元の平面図） 

      測量成果 
※ＵＡＶを用いた測量マニュアルの策定 

発注のための施工量の算出 
※土木工事数量算出要領（案）の改訂 

検査方法 
※監督・検査要領（土工編）（案）等の策定 
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H28 ICT技術の全面的な活用（土工）（国土交通省） 

出典：国土交通省 



測量 設計・ 
施工計画 施工 i-

Construction 

丁張り設置 
検測と施工を繰り返し

て整形 
丁張りに 合わ
せ施工 

③ICTグレーダ等による施工 ④検査の省力化 ②ICT土工の３次元測量 
 ﾃﾞｰﾀによる設計・施工計画 

ﾚｰｻﾞｰｽｷｬﾅ等により、短時間
で面的（高密度）な３次元
測量を実施 

3次元設計データと事前測量結果の
差分から、施工量を自動算出 ３次元設計データ等により、ICT建

設機械を自動制御 
ﾚｰｻﾞｰｽｷｬﾅ等のﾃﾞｰﾀによる検査
等で書類が半減 

測量 設計・ 
施工計画 検査 従来方法 施工 

① ② 

③ ④ 
これまでの情報化施工の
部分的試行 

・作業効率向上 
・丁張削減により作
業員数減少 

３次元 
データ作成 

２次元 
データ作成 

人手による測量 ｺｱ抜きによる検査 

①ﾚｰｻﾞｰｽｷｬﾅ等で事前測量 

検査 

平面図、縦断図等 
紙図面から     
施工量算出 

発注者 

OK 

自動算出 

○ 更なる生産性向上を目指して、舗装工にICTを全面的に導入する「ICT舗装」を平成29年度
より取組開始 

○必要となる技術基準や積算基準を平成28年度に整備、平成29年4月以降の工事に適用 

H29 ICT舗装工の導入（国土交通省） 

出典：国土交通省 



○港湾工事の生産性向上を目指して、浚渫工にICTを全面的に導入する「ICT浚渫」を平成29
年度より取組開始 
○必要となる技術基準や積算基準を平成28年度に整備、平成29年4月以降の工事に適用 

測量 設計 
施工計画 

①３次元測量 
・ナローマルチビームによ
る３次元データの作成 

②３次元データの活用 
・現況地形の３次元データから 
 施工数量を自動算出 
・３次元データを発注図書とし、 
 受注者に３次元データを提供 

③施工への３次元データ活用 
・工事の出来形測量にナロー 
 マルチビームを活用 
・土砂処分場の投入管理 

④工事完成検査 
・３次元データを活用 
 した電子検査 
・完成状況の可視化 

維持管理 

⑤点検等への活用 
・完成時の３次元データを 
 元に経年変化等の確認 
 に活用 
・埋没経過状況の把握 

【３次元測量】 

３次元測量により詳細な 
海底地形を把握 

【３次元データを活用した電子検査】 

3次元電子検査 

【水中施工箇所の可視化】 
○施工後 ○施工前 

【施工箇所の可視化】 

検査 

○施工途中 

・測量管理の効率化・ 
精度向上 
・書類（成果品等）の 
  削減 

・数量算出に係る労力・時間の 
  短縮 
・発注図書の削減 

・出来形管理の効率化・ 精度 
向上 
・書類の削減 

・検査の効率化 
（水路測量を兼ねた 
  出来形測量） 
・検査書類の削減 

・データの蓄積による 
 効果的な維持管理の 
 立案 

H29 ICT浚渫工の導入（国土交通省） 

施工 

出典：国土交通省 

http://www.clipart.jp/www2/img/2comp/comp/0LAN0105.jpg


静岡県における 
ICT活用工事の推進 



静岡県におけるICT活用工事の推進について 

  平成28年度 平成29年度 

対 象 工 事 土工（1,000m3以上） 
（河川、海岸、砂防、道路、港湾土木） 

土工（1,000m3以上） 
（河川、海岸、砂防、道路、港湾土木） 
舗装工（2,000m2以上） 
（舗装、付帯道路） 
浚渫工 
（港湾浚渫） 

発 注 方 式 施工者希望型（手上方式のみ） 

総 合 評 価 試行段階では加点しない 

積 算 

・当初は通常の基準により積算 
・特記仕様書により、ＩＣＴ活用工事の対象とすることを明記 
・契約後にＩＣＴ活用工事積算要領を適用し設計変更 

３次元起工測量・３次元設計データ作成の費用は技術管理課の統一単価で 
設計変更（試行期間中） 

完 成 図 書 工事完成時の３次元測量を納品 

成 績 評 定 加点する（創意工夫2点×0.4） 



「国土交通省実施方針」 と 「静岡県試行方針」の比較 
国土交通省 静岡県 

３次元起工測量 

３次元設計データ作成 

ＩＣＴ建機による施工 

出来形管理のための測量 

3次元設計データ作成 3次元施工用データ作成 

ICT建機による施工 ICT建機による施工 

工事完成図書 

構造物施工・管理 通常の施工・管理 通常の施工・管理 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
土
工 

出来形測量、工事完成図作成 ドローンやLSによる点
群データ取得 

ドローンやLSによる点
群データ取得 

ドローンやLSによる点
群データ取得 

ドローンやLSによる点
群データ取得 

ドローンやLSによる点
群データ取得 

出来形測量、工事完成図ＣＡＤ
データ作成 

ＩＣＴ土工の３次元データ、 
工事完成図ＣＡＤデータの納品 点群データ（ＬＡＳ）の納品 



港湾 



ナローマルチビーム 



清水港航路浚渫工事 着手前取得データ 



河川 



原野谷川河川浚渫工事 



太田川河川浚渫工事 



太田川河川浚渫工事 着手前取得データ 



太田川河川浚渫工事 施工後取得データ 



太田川河川浚渫工事 施工後取得データ 





グリーンレーザを活用した定期縦横断測量 

出典：国土交通省 



データ取得の試行 



従来 

ICT活用 

ステレオカメラの利用 



従来 

ICT活用 

ラジコンボートの利用 



水中

従来 ICT活用 

ICT建機の施工履歴データの活用 
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